
＜位置＞
埼玉県比企郡ときがわ町大字大野

＜砂防指定地＞
水系名 荒川
幹川名 都幾川
渓流名 七重川
指定日 大正4年12月14日

＜その他＞
土石流危険渓流 344－Ⅰ－014
流域面積 0.79km2
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＜既往の評価＞
・埼玉県の砂防発祥の地
・大正5年着工した巨石空石積堰堤

・石積み技術は、岐阜県黒俣の職人を
使用

・野面石と蛇篭を使用した護岸を組み
合わせた階段式床固工石積み

・日本の近代土木遺産2800選(土木学
会)においてＢ評価

＜選奨土木遺産＞
技術的デザイン的にすぐれたもの、

ないしは由来やエピソードが豊富な構
造物を「選奨土木遺産」として社団法
人土木学会が認定･表彰しています。

近接、連続した堰堤から成る流路工
で大正・昭和初期当時の砂防工法を遺
すということから、平成１９年度に受
賞しました。

建設当時の七重川堰堤群

埼玉県の埼玉県の埼玉県の砂防発祥の地砂防発祥の地砂防発祥の地
七重川堰堤群七重川堰堤群七重川堰堤群



３段の階段状堰堤。 １０段の階段状堰堤。周辺は植林の手入れがなされて
いる。写真最上部に林道の橋梁が見える。

渓流の蛇行部までに６基の階段状堰堤が続く。 ３基の階段状堰堤が続く。

現現 況況 写写 真真
（１）20数基以上の階段状堰堤群



不安定土砂や流木が渓流沿いを覆う。

（２）堰堤部の空石積（巨石谷積）

谷積に建造された堰堤部。堤体幅は１０～１５ｍ程度が多い。積石はΦ０．５～０．７ｍ級で水通しの底辺形
状は水平。袖部の取付は台形と袖無しがはっきりしない。



（３）階段状堰堤群と護岸・護床工との組合せ

（４）周辺環境と一体化した景観

階段状堰堤は、堰堤、護岸工、護床工との組合せで構
成されている。全て石積み。

階段状堰堤の護岸は、堰堤間の変曲点の多い細かな
取り合わせがなされている。また、多段積に施工され、
山腹工と併用される箇所もある。

周辺環境と馴染んで一体化した状態で、階段状堰堤による緩傾斜化により安定した流路を形成している。

砂防法制定１００年を記念し、七重川(ときがわ町)
に本県砂防発祥地の記念碑を建立。

（５）記念碑（砂防発祥地）


